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徳
島
県
身
体
障
害
者
連
合

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
、
本
県
の
障
が
い
福

祉
行
政
の
推
進
に
、
格
別
の

御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
、
個
人
の
尊
厳
を

保
持
し
つ
つ
、
自
立
し
た
生

活
を
地
域
社
会
に
お
い
て
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各

種
社
会
福
祉
事
業
を
熱
意
を

も
っ
て
推
進
さ
れ
、
本
県
の

福
祉
向
上
に
多
大
な
る
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

す
る
施
設
と
し
て
、
十
分
に

機
能
を
発
揮
さ
れ
る
も
の
と

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
に
お
き
ま
し
て
も
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
持
て
る

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
や
、
地

域
社
会
に
お
け
る

「心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
を
推
進
し
、

働
く
意
欲
の
あ
る
方
の
就
労

の
機
会
の
確
保
や
芸
術
・
文

化
活
動
の
振
興
に
よ
り
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
支
援
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
に
は
、
「手
話
は
言

語
で
あ
る
」
と
の
認
識
の
も

と
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
を
含
む
す
べ
て
の
県
民
が
、

互
い
に
人
格
や
個
性
を
尊
重

し
、
支
え
合
い
な
が
ら
い
き

い
き
と
活
躍
し
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

「共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

て
、
「徳
島
県
手
話
言
語
条

例
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
の
制
定
を
契
機
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る

支
援
に
加
え
、
「手
話
」
へ
の

理
解
を
促
進
し
、
広
く
普
及

を
図
る
た
め
、
様
々
な
機
会

と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
取
り
巻
く
環
境
も
刻
々
と

変
化
し
て
い
る
中
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
や

障
が
い
者
施
策
の
よ
り
一
層

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
貴
会
が

運
営
さ
れ
る

「障
害
者
支
援

施
設　

小
星
園
」
は
、
今
年

３
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

り
、
入
所
者
の
方
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
と
も
に
、

災
害
時
を
想
定
し
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
の
機
能
を
強

化
、
さ
ら
に
は
、
物
資
輸
送

拠
点
で
あ
る

「美
馬
市
総
合

防
災
倉
庫
」
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
防
災
力
の
中
核
的
役

割
を
担
う
な
ど
、
入
所
者
の

方
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

方
々
の
安
心
・
安
全
を
確
保

徳
島
県
保
健
福
祉
部
部
長

　
　
　
　
　

  

福
壽　
由
法

を
捉
え
て
、
手
話
の
普
及
啓

発
や
手
話
を
学
ぶ
機
会
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
障
が
い
者
福

祉
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

本
県
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
県
の
身
体
障
が
い
者
福
祉

の
充
実
に
向
け
、
な
お
一
層

の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ノ
ー
マ
ピ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
正

確
さ
を
競
う

「ア
キ
ュ
ラ
シ
ー

５
ｍ
」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
５
月
１０
日
、
鳴

門
の
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で

行
わ
れ
、
８６
名
の
選
手
が
参

加
。
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
ｍ
は
標

的
の
輪
を
め
が
け
て
、
１
人
１０

回
連
続
で
投
げ
て
、
輪
を
通

過
し
た
回
数
を
競
う
種
目
で

す
。

　

普
段
は
屋
内
体
育
館
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
屋

外
で
す
。
私
は
、
初
体
験
で
び
っ

く
り
。
当
日
の
天
候
や
風
等
に

左
右
さ
れ
ま
す
。
私
は
１０
投

中
５
投
が
ゴ
ー
ル
を
通
過
、
ま

ず
ま
ず
の
結
果
で
す
。

　

何
位
か
な
と
気
に
な
る
と
こ

ろ
、
順
位
は
わ
か
ら
ず
。
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
す
べ
て
の
人
は
、
成

績
結
果
を
知
り
た
い
、
良
け
れ

ば
う
れ
し
い
、
悪
け
れ
ば
悔
し

い
。
も
っ
と
練
習
を
し
て
、
来

年
も
参
加
す
る
ぞ
と
思
う
も

の
。

　

最
後
に
大
会
当
日
の
競
技
運

営
に
お
世
話
い
た
だ
い
た
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
大
会
に
参
加
し

た
選
手
の
み
な
さ
ん
は
思
い
出

の
楽
し
い
１
日
に
な
り
ま
し
た

ね
。
ま
た
、
来
年
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
！

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　

 

理
事
長　

林　
德
太
郎

新

体

制

の

下

で

　

平
素
は
、
当
連
合
会
の
運

営
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
去
る
6

月
２６
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事

会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
再

選
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
責

を
担
う
に
当
た
り
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、

大
き
な
使
命
感
を
抱
い
て
お

り
ま
す
。
前
期
私
は
、
理
事

長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
将

来
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
組
織
改
革
等
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
大
き
な
改

革
と
し
て
は
、
県
下
全
域
か

ら
身
体
障
害
者
の
声
を
集
め

る
た
め
、
理
事
及
び
評
議
員

の
定
数
を
増
員
す
る
と
と
も

に
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、

身
体
障
害
者
の
中
で
肢
体
に

次
い
で
人
数
の
多
い
内
部
障

害
者
を
正
式
に
当
連
合
会
の

組
織
内
に
位
置
付
け
、
理
事

１
人
、
評
議
員
２
人
の
枠
を

設
け
ま
し
た
。
今
期
の
役
員

等
は
、
改
革
後
初
の
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
今
の
私
た
ち
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
人
口
減
少
、
人
と

人
・
人
と
地
域
と
の
支
え
合

い
の
低
下
、
人
々
の
価
値
観

の
多
様
化
等
、
会
を
維
持
、

運
営
し
て
い
く
上
で
非
常
に

難
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
て
も
、
活
動
会
員
を

発
掘
し
、
市
町
村
会
の
発
展

と
共
に
当
連
合
会
の
運
営
も

活
性
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

新
体
制
の
役
職
員
等
が
一

丸
と
な
っ
て
諸
課
題
の
達
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

６
月
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

開
催
。
利
用
者
さ
ん
も
は
り

き
っ
て
ま
る
で
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
の
よ
う
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と

活
動
で
き
る
よ
う
職
員
み
ん

な
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

小
星
園
だ
よ
り

　

7
／
10
〜
8
／
31
ま
で
の

53
日
間
、
徳
島
市
の
田
宮
公

園
プ
ー
ル
に
て
施
設
外
販
売

を
実
施
。
例
年
以
上
に
暑
い

日
が
続
き
ま
し
た
が
販
売
担

当
は
じ
め
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
り
工
賃
Ｕ
Ｐ
に
繋
げ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

眉
山
園
だ
よ
り

徳島県障がい者
社会参加推進
センターだより 渾 身 の 一 投

　

平
素
は
、
市
身
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
・
管
理
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

中
、
手
書
き
の
良
さ
に
魅
せ
ら

れ
、
筆
ペ
ン
に
親
し
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
金
封
の
表
書
き

な
ど
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
私
が
書
い
た
も
の
で
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度

「身
障
と
く
し
ま
」

が
70
号
を
迎
え
紙
面
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
か
ら
題

字
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
自
分
な
り
に

心
を
込
め
、
県
身
連
の
発
展

を
願
っ
て
筆
を
と
り
ま
し
た
。

徳
島
県
身
体
障
害
者
連
合
会

石
井
町
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　

副
会
長　

遠
藤　
雅
己

ノ
ー
マ
ピ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　

 

大
会
に
参
加
し
て

役
員
等
新
体
制

(

令
和
7
年
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月
1
日
現
在)

理
事(
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光
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博
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秀
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東
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克
子

　
　

木
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美
千
代

　
　

賀
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清

　
　

塩
見　

一
義

　
　

鴻
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美
代
子

監
事(

２
名)

　
　

河
野　

幸
一

　
　

岸
本　

和
宏

(

選
出
区
分)

東
部
圏
域

視
覚

聴
覚

東
部
圏
域

南
部
圏
域

西
部
圏
域

肢
体

内
部

施
設
長

事
務
局
長

評
議
員(

13
名)

　
　

松
田
さ
よ
子

　
　

井
内　

宏

　
　

上
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牧
男

　
　

織
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美
重

　
　

藪
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世

　
　

鎌
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佐
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ダ
コ

　
　

北
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和
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尾
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卓
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米
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春
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森
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圏
域

　
　

〃

　
　

〃

南
部
圏
域

西
部
圏
域

肢
体

　

〃

　

〃
視
覚

聴
覚

内
部

　

〃
学
職
経
験
者
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「身障とくしま」 は、 おかげを持ちまして第７０号の発行となりました。 情報量や読みやすさを考慮し、 縦書きスタイルに
改めました。 引き続き、 皆さま方のご活動についてお寄せください。

プールサイドの売店

題

字

に

よ

せ

て

徳
島
市
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　

相
談
員　

山
田 

美
重
子

◎身体障害者サポートダイヤル
　　毎週月曜日から金曜日　９時～１７時

　　TEL　　088-631-6240　　ＦＡＸ　　088-631-621 1

◎就労 ・ 法律 ・ 住環境等専門相談 ( 要予約 )
　　TEL　　088-631-6266

令和 6 年度の相談内容は、 去年と同様、 「社会参加」
が最も多く、 「不安の解消」 「家族 ・ 人間関係」 「福祉
サービス」 の割合が増加しました。

令和 6 年度身体障害者サポートダイヤル実績報告

熱 唱！！
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令和６年度相談内容(計934件)

事 業 予 定

１０月　２日 ( 木 )

１０月２２日 ( 水 )

１ １月　７日 ( 金 )

１ １月２７日 ( 木 )

１２月　６日 ( 土 )

１２月　７日 ( 日 )

令和８年３月

第２６回中 ・ 四国ブロック
身体障害者相談員研修会 ( 鳥取県 )

令和７年度 「とくしま健康福祉のつどい」※
第４４回徳島県身体障害者福祉大会
( あわぎんホール )

第４９回中 ・ 四国身体障害者福祉大会
( こうち大会 )

徳島県身体障害者相談員研修会
( 県立障がい者交流プラザ )

令和７年度障害者週間行事 （仮称） 「心の輪
を広げる体験作文」 及び 「障害者週間ポス
ター」 コンクールの最優秀賞受賞者に対する
賞状授与及び、 「徳島県障がい者マイスター」
認定証の授与 ( 県立障がい者交流プラザ )

ふれあいボウリング大会

徳島県社会参加推進協議会

※「とくしま健康福祉のつどい」 は、 「健康を考える県民のつど
い」、 「敬老県民のつどい」、 「障がい者のつどい県民大会」 を
統合し、 「第４４回徳島県身体障害者福祉大会」 及び 「徳島
県知的障害者育成大会」 を併催することになりました。
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※身障とくしまでは、毎号地域で行われている活動をご紹介しています。ぜひ、皆様の活動をお寄せください。

ぐ
る
り
と
く
し
ま

　

身
障
と
く
し
ま
第
７０
号
を
記

念
し
て
、
各
市
町
村
会
を
紹

介
す
る

「ぐ
る
り
と
く
し
ま
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
毎
号
、

市
町
村
会
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
活
動
や

と
っ
て
お
き
の
情
報
を
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
日
々
の
宝
物
は
、
野
菜

作
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ

て
得
ら
れ
る
「喜
び
」
と
「健
康
」

で
す
。

　

畑
で
の
野
菜
作
り
は
、
土
を

耕
し
、
種
を
ま
き
、
成
長
を

見
守
る
安
ら
ぎ
の
時
間
で
す
。

収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
野

菜
を
近
所
や
友
人
に
お
裾
分
け

し
、
「美
味
し
い
ね
」
「あ
り
が

と
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
も
ら

う
瞬
間
は
、
何
物
に
も
代
え

が
た
い
喜
び
で
す
。
こ
の
土
い

じ
り
は
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
も
繋
が
り
、
私
に
と
っ
て
大

切
な
宝
物
で
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
身
体
障

害
者
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
運
営
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
も
私
の
宝

物
で
す
。
最
初
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て

み
る
と
楽
し
く
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、

喜
び
を
分
か
ち
合
う
時
間
は

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
で
健
康
を

維
持
し
、
活
力
を
得
て
い
ま

す
。

　

野
菜
作
り
で
自
然
と
触
れ
合

い
ス
ポ
ー
ツ
仲
間
と
交
流
す

る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
日
々

の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。
体
を
動
か
し
、
人
と
交

流
す
る
こ
と
で
健
康
を
維
持

し
、
活
力
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
、
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

カローリングを楽しむ森本さん

　

6
年
ぶ
り
の
会
場
開
催
と
な

る
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
か
な
が
わ
大
会
が
、

6
月
11
日
・
12
日
、
横
浜
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
太
鼓
集
団

「鼓
粋
」

に
よ
る
歓
迎
演
奏
に
は
じ
ま

り
、
全
国
50
名
の
皆
様
が
永

年
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

講
演
会
は
、
再
来
年
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸

博
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
に
つ

い
て
、
同
博
覧
会
協
会
の
見

宮
美
早
部
長
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
大
勢
が
集
う
中
で
、

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
の
阿
部
一
彦
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
各
県
市
の
会
長
と

組
織
運
営
の
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
に
関
し
て
も
新
た
な

発
見
と
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。

　

羽
田
空
港
で
は
、
次
世
代

型
車
椅
子
な
ど
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
た
N
P
O
法
人
東

京
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

セ
ン
タ
ー
久
保
田
牧
子
理
事

長
に
、
障
害
者
が
旅
を
楽
し

む
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
か
な
が
わ

大
会
の
会
場
で
も
実
際
に
次

世
代
型
車
椅
子
で
参
加
さ
れ

た
山
形
県
の
会
長
と
も
、
障

害
者
と
旅
に
つ
い
て
の
議
論
を

　

こ
こ
数
年
、
上
那
賀
身
体
障

害
者
会
や
那
賀
町
身
体
障
害

者
連
合
会
の
役
員
を
引
き
受

け
、
県
の
会
合
や
研
修
会
に

参
加
す
る
中
で
、
い
く
つ
か
疑

問
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
過
疎
高
齢
化
で
会
員

が
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
会

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が

出
て
き
て
い
る
一
方
で
、
障
害

者
手
帳
を
持
つ
人
に
対
し
て
会

員
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
と
い
う
思
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
障
害
者
会
の

活
動
と
し
て
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
社
会
見
学
・
遠
足
等
の

行
事
を
通
し
て
会
員
の
親
睦
を

図
り
、
障
害
者
本
人
や
家
族

の
孤
立
を
防
止
し
、
地
域
社

会
へ
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
の

理
解
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
障

害
者
会
の
目
的
だ
と
思
っ
て
き

た
と
こ
ろ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

共
生
社
会
の
概
念
に
触
れ
、

障
害
者
会
は
そ
の
当
事
者
団

体
と
し
て
も
う
少
し
積
極
的

な
使
命
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
が
出
て
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
折
、
４
月
２６
日
に

開
催
さ
れ
た

「南
部
圏
域
市

町
村
会
長
会
議
」
に
参
加
し
、

県
身
連
の
理
事
・
評
議
員
選

出
方
法
の
話
に
触
れ
、
会
う

こ
と
の
少
な
い
南
部
圏
域
の
会

長
と
意
見
交
換
し
、
顔
を
見

合
わ
せ
て
役
員
を
選
出
で
き

ま
し
た
。

　

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
障
害
別
・

地
域
別
に
障
害
者
の
声
を
拾

い
上
げ
る
障
害
者
運
動
の
原

点
だ
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？
オ
ス
ト
ミ
ー
と

は
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
人

口
肛
門
・
人
口
膀
胱
を
造
設

し
た
人
の
こ
と
で
、
一
般
に

は
ま
だ
ま
だ
な
じ
み
の
少
な
い

言
葉
で
す
ね
。
私
は
、
今
年

７
月
６
日
、
そ
の
徳
島
県
支

部
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
の
調
べ
で
、
県
内

に
は
、
３
１
、
０
３
０
人
の
身

体
障
害
者
の
方
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
視
覚
(
７
.

1
％
)
、
聴
覚

(
１３

.

８
％
) 

、 

肢
体

(４５

.

１
％
)、
内
部　

(３４

.

０
％
)。
こ
う
し
た
中
で

他
の
障
害
者
は
減
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
増
え
て
い
る
の
が
内

部
障
害
で
、
20
年
前
か
ら
の
増

加
率
は
１
２
０
％
。
特
に
大

腸
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
肺
が

ん
や
心
臓
な
ど
の
臓
器
の
疾

患
者
の
多
さ
に
び
っ
く
り
で

す
。

　

そ
の
原
因
は
、
西
洋
化
し
た

食
事
、
添
加
物
、
着
色
料
、

保
存
料
、
排
気
ガ
ス
な
ど
の

有
毒
物
質
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

様
々
で
す
。
こ
う
し
た
背
景

の
下
に
県
身
体
障
害
者
連
合

会
の
将
来
構
想
検
討
委
員
会

か
ら
の
答
申
に

「県
の
内
部

障
害
者
団
体
の
組
織
化
に
つ
い

て
の
支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
」

と
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
林
德
太
郎
理
事
長
の

呼
び
か
け
で
内
部
障
害
者
で

あ
る
評
議
員
、
運
営
協
議
会

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
県
で
も

「ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
す
る
取

り
組
み
が
始
ま
り
、
私
も
参

画
し
て
お
り
ま
す
。
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
自
由
に
旅

や
人
生
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
環
境
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

R7.4.26 南部圏域会議
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運
営
協
議
会
委
員 (

24 

名)

　
　
　

理
事
長　

林　
德
太
郎

か
な
が
わ
大
会
に
参
加
し
て

日身連阿部一彦会長 ( 左 ) と

徳
島
県
身
体
障
害
者
連
合
会　

理
事

那
賀
町
身
体
障
害
者
会
連
合
会　

会
長　

　
　
　
　

  　
　
　

岸　

秀
樹

南
部
圏
域
会
議
に
参
加
し
て

委
員
と
患
者
会
代
表
等
が
集

ま
り
、
内
部
障
害
者
連
絡
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
世
話
人
と
し
て
、
私
が

お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

誰
か
が
役
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
い
ざ
私
が
と
な
る

と
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

私
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
た
の
は
、

今
か
ら
２
年
８
か
月
前
く
ら
い

で
す
。
仕
事
も
退
職
し
て
、

家
庭
菜
園
と
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の

卓
球
を
す
る
な
ど
、
余
生
を

の
ん
び
り
暮
ら
す
後
期
高
齢

徳
島
県
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

評
議
員

石
井
町
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

井
内　

宏

令
和
7
年
度
ス
マ
ホ
体
験

　
　

   　

 

教
室
に
参
加
し
て

者
に
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
す
が
、
娘
か
ら

固
定
電
話
だ
け
で
し
か
通
じ

な
い
の
は
不
便
だ
し
、
急
ぎ
の

と
き
に
困
る
と
言
わ
れ
、
店

舗
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が

あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
使
い
方
の
説

明
も
受
け
ま
し
た
が
、
さ
っ

ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
障
が
い
者
交
流

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
ス
マ
ホ

体
験
教
室
を
３
回
受
講
し
て
、

写
真
の
保
存
や
操
作
を
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
教
材
の
ス
マ
ホ
と
自

分
の
も
の
が
違
っ
て
い
て
も
、

は
じ
め
に
教
材
用
で
体
験
し
、

そ
の
あ
と
自
分
の
ス
マ
ホ
の
操

作
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
が
少
し
で
も
増
え

た
の
は
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で

す
。
実
用
向
き
な
講
座
内
容

だ
っ
た
の
も
大
変
よ
か
っ
た
で

す
。

R7.8.19 スマホ体験教室

R7.4.24 内部障害者連絡会

　

本
会
は
、
障
が
い
者
の
福
祉

の
充
実
と
啓
発
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
等
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
障
が
い
者
の
社
会
参
加

と
会
員
交
流
事
業
と
し
て
、

手
打
ち
う
ど
ん
や
藍
染
め
な
ど

の
体
験
型
事
業
、
ボ
ッ
チ
ャ
交

流
大
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
型
事
業
、
防
災
教
室

や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の
研
修

会
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
つ
の
部
会
が
あ
り
、

各
部
会
ご
と
に
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
、

聴
覚
部
会

(手
芸
教
室
、
防

災
キ
ャ
ン
プ
、
料
理
教
室
)、

視
覚
部
会

(サ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

体
験
研
修
会
)、
肢
体
部
会
(
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

健
康
教
室
)
で
す
。

　

６
月
２１
日
に
は
、
総
会
及

び
阿
南
市
障
が
い
者
体
育
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
、

障
が
い
者
施
設
等
か
ら
の
参

加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
含
め
、

１
０
０
名
が
参
加
し
、
楽
し
み

な
が
ら
社
会
福
祉
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
会
員
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
や
す
い
事
業
展
開
を

心
が
け
、
社
会
参
加
の
促
進
・

健
康
増
進
・
つ
な
が
り
づ
く

り
を
図
り
、
障
が
い
者
が
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

R7.6.21 阿南市障がい者
体育大会

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会

会
長　

笠
井　

章
夫

　

本
会
は
、
２
０
０
６
年
の
市

町
村
合
併
に
よ
り
新
た
に
誕
生

し
た
三
好
市
に
お
い
て
同
年
５

月
に
各
町
村
の
身
体
障
害
者
会

が
集
ま
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧

町
村
の
組
織
が
支
部
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
取

り
組
み
、
三
好
市
身
体
障
害

者
会
は
、
三
好
市
か
ら
の
補

助
金
分
配
や
市
と
し
て
統
一

し
て
取
り
組
む
べ
き
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
以
降
、

各
支
部
の
活
動
が
停
滞
し
た

た
め
、
連
合
体
で
あ
る
三
好

市
身
体
障
害
者
会
が
当
面
の

間
、
支
部
活
動
の
活
性
化
の

た
め
に
、
文
化
・芸
能
・ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
、
会
員
の
自
立
を

促
す
た
め
に
、
視
察
研
修
や

文
化
芸
能
大
会
を
実
施
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
６
月
１０
日
に
雨
の

中
を
３７
名
で
関
西
万
博
へ
視

察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
初

め
て
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
雨

の
中
で
も
大
勢
の
来
場
者
な

ど
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

大
屋
根
リ
ン
グ
を
歩
く
者
、

パ
ビ
リ
オ
ン
に
入
る
者
な
ど
思

い
思
い
に
楽
し
ん
だ
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
毎
年
３
月
に
は
、

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

文
化
芸
能
大
会
を
開
催
し
、

落
語
や
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
を
会
員
や
家
族
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

R7.6.10 関西万博視察研修

三
好
市
身
体
障
害
者
会

会
長　

藤
井　

修
身

徳
島
県
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

運
営
協
議
会
委
員

美
馬
市
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

森
本　

健
照

 

私
の
宝
物

　

 

「
土
の
恵
み
と

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
喜
び
」

内
部
障
害
者
連
絡
会
世
話
人

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
島
県
支
部　

支
部
長

　
　
　
　
　

 　
　
　

玉
置　

守

「内
部
障
害
者
連
絡
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
会
合


